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ご　挨　拶 理事長　岩　谷　尚　之

　広報発行にあたり一言ご挨拶を申し上げます。
　組合員の皆様には日頃より本区の運営・維持管理並びに事業推進に対しまして、ご理解とご協力を
賜り厚く感謝を申し上げます。
　本年は大きな災害もなく、気象についても昨年のような高温少雨の被害も無く概ね平年並みに推移
し、農作物の生育については日照時間もあったことから、平年よりもやや早く進んだ状況であります。
　また、農水省による令和４年８月発表の作柄概況予想では北海道「平年並み」というところで見
通しがなされているようでありますが、少しでも良い形で収穫が終わることを祈願しております。
　さて、昨今の農業をめぐる情勢は国内外共に厳しい状況にあります。長引く新型コロナウイルスの
世界的な感染拡大により外食産業の低迷でコメの消費が減少し、コメ価格下落の原因ともなっており
ます。更に原油価格の高騰は更に進む円安と相まって物価上昇を招き、本区においては建設資材の価
格上昇が結果的に土地改良事業費を押し上げることとなるため、国・道からの補助はあるものの組合
員への負担が増えてくることになるという情況であります。
　これに追い打ちをかけるように、ロシアのウクライナ侵略により、食料の安全保障を巡る負の影響
が国際的に生じており、それが原因で食料価格が上昇しているのでありますが、長引くウクライナ情
勢は、主に極東地域に依存していた農業肥料価格が倍増するという、予想だにもしなかった結果を招
いていることは、組合員の皆様が一番感じられていると思います。
　これに関連して、今問題になっているのは、エネルギー価格の上昇であります。世界各国がロシア
に依存しないエネルギー資本に転換した結果、電気料金が対前年比３０％近く電力料金が上昇してお
りこの影響は、本区にも非常に大きな問題となっています。今年だけで１８００万円増となる試算が
出ておりますが、これはそのまま積立金を取り崩すという事になります。来年更に電力料金が上昇す
との報道がなされましたが、本区のような揚水機場を多く抱える土地改良区は、中長期計画を根本か
ら見直さなければ、改良区運営が行き詰まることになってしまいます。揚水機だけを停止することは、
他の自然流下で取水している組合員とに格差が生じることになります。また、水田活用の直接支払交
付金の見直しによって、ブロックローテーションを適切に行うために、転作麦の収穫後に水を張って
代掻きを行っているところが散見されましたが、こうしたところに７月８月計画節電を行うにも限界
があり今後の節電対策に甚だ苦慮しているところであります。
　いずれにしましても、組合員の皆様のご理解とご協力が無くしてこの未曽有の難局を乗り越えるこ
とができないのでありますが何卒ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　次に、現在行われている道営９地区の本年度事業費合計１９億円あまりの事業は、おおむね順調で
当初計画よりも早めに進んでおります。引き続き事故の無いよう進めて参りたいと思いますが、関係
組合員の皆様にはご理解ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　次に本区の深川地区にて希望しております、深川地域の国営事業については、本年より検討調査が
始まりました。農地の集積、集約化、コメから高収益作物への推進、スマート農業導入を見据えて、
地域農業の発展を目指して行けるよう、関係組合員の皆さまには調査ご協力をお願い申し上げます。
　次に新型コロナウィルス感染症の対策ですが、現在ワクチン４回目が実施されてきております。
今後は感染者全数把握の方法が変更されますが、本区としては、引き続き「マスクの着用」、「手洗い
などの手指衛生」等の基本的な感染対策を講じて参りますので、事務所に来られる際には、ご協力を
お願い申し上げます。
　最後になりますが、今年も２ヶ月余りで年末を迎えますが、組合員の皆様におかれましては事故や
怪我のないよう、またご健勝で年越しを迎えられますことを心より祈願申し上げ、発行にあたっての
ご挨拶とさせていただきます。
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令和３年度　通常総代会開催

令和３年度　中 間 監 査

議長　寶利千芳総代 総代会開催模様

　令和 4年 3 月 18 日午後 1時 30 分より本区大会議室において、総代数 35 名中本人出
席 12名、書面議決 23名により開催された。
　会議は理事長の挨拶に続き議長に寶利千芳総代を選出し、議事録記名人に小山裕治総代
と佐々木智康総代が指名され、定款・規約の一部変更・会計細則の一部改正及び令和 4年
度予算を含む提出議案 21件を審議し、原案どおり可決されて午後 3時 48分に閉会した。

１．監査した年月日．令和 4年 2月 21日、22日（2日間）
２．監査の対象とした期間．令和 3年 7月 16日から令和 4年 2月 16日まで
３．監査の結果．本区の運営、事業、会計経理の全般について監査を行った結果、事業、
　　運営共に適正に執行されており、会計経理についても正確であると認めた。

岩谷理事長挨拶

区分 賦課種別 地区名 賦課基準 賦課面積 賦課基準日 納入期限

経 常 賦 課 金 5,110円/10a当 3,906ha

かんがい排水事業

賦 課 金
2,090円/10a当 4,046ha

計 7,200円/10a当 -

経 常 賦 課 金

（中心経営体農地
集 積 促 進 事 業 ）

東滝川第１、東滝川

第１西、西南北部一
期、西南北部二期、
西南中央１、西南中
央２、西南中央３

令和4年11月1日

稲田 令和5年2月1日

滝川東、江部乙西、

滝川西、江部乙北、
江部乙北西、西南8
丁目、西南7丁目

完了地区については

令和5年2月21日

東滝川第1、東滝川

第1西、西南北部一
期、西南北部二期、
西南中央１、西南中
央２、西南中央３

継続地区については

令和5年3月20日

１．本改良区において直接徴収を行う。
２．きたそらち農業協同組合及びたきかわ農業協同組合との委託契約に基づき徴収を行う。
３．その他金融機関の口座振込みにより徴収を行う。

賦課基準

道 営 事 業賦 課金

当該事業に係る受益者負担金は、事業借入金の当年度償

還金を、各受益者ごとに算定された償還年次表に基づき賦
課する。
　ただし、平成２６年度以降に施工した受益者負担金は、
事業費の7.5％を15分割して賦課する。また、令和３年度以
降に施工した受益者負担金は、１年据え置き翌年度から賦
課する。

令和4年8月31日現在

の組合員に対し、地
積割に賦課する。

令和4年11月30日

但し地方公共団体及び

令和4年9月１日以降

組合員となった者に対

しては理事長が定める。

全地区
一

般
賦

課
金

当該年度に係る受益者負担金は、地積割に算定された積

立計画に基づき賦課する。

特

別
賦

課
金

令和４年度　賦課金について
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（単位：千円）

款 科　　目 予算額

１ 土地改良事業収入 374,601       

２ 附帯事業収入 6,389          

３ 基本財産運用収入 86              

４ 特定資産運用収入 66              

５ 補助金等収入 298,447       

６ 交付金収入 17,370         

７ 寄付金収入 1                

８ 業務受託料収入 18,067         

９ 雑収入 33              

１０ 借入金収入 436,150       

１１ 基本財産取崩収入 3,001          

１２ 特定資産取崩収入 155,991       

１３ 固定資産売却収入 154             

１４ 差入保証金回収収入 1                

１５ 交付換地清算金収入 3,109          

１６ 徴収換地清算金収入 3,109          

１７ 繰越金 22,227         

1,338,802    合　　　　　計

収　入 （単位：千円）

款 科　　目 予算額

１ 土地改良事業費支出 261,405       

２ 一般管理費支出 95,638         

３ 土地改良事業負担金支出 222,922       

４ 借入金返済支出 666,903       

５ 支払利息 5,328          

６ 固定資産取得支出 455             

７ 出資金取得支出 1                

８ 差入保証金差入支出 1                

９ 支払換地清算金支出 3,109          

１０ 納付換地清算金支出 3,109          

１１ 基本財産積立支出 1,006          

１２ 特定資産積立支出 74,630         

１３ 雑支出 1,721          

１４ 繰越金 1                

１５ 予備費 2,573          

1,338,802    

※令和４年度より複式簿記へ移行した

※会計細則変更に伴い款項目を改訂した

合　　　　　計

支　出

令和４年度空知土地改良区予算
総額 1,338,802 千円 （第１回補正後）

令和４年度　加入金について

令和４年度　決済金について

　令和４年度内、地区加入の申請がなされた土地で、理事がこの土地改良区の地区に編入しても差支え
ないと判断したものについては理事会で決定し、以下の加入金を徴収するものとします。
１．加入申請に係る土地が既成施設から導入するものにあっては　　　１０アール当　５０，０００円
２．加入申請に係る土地のかんがい施設を全額自費で施工したものにあっては
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０アール当　４６，１４４円
３．加入申請に係る土地が地区脱退し、再加入するものにあっては　　１０アール当　４６，１４４円

　令和４年度内、地区除外の申請がなされた土地で、この土地改良区の地区から除外することが
止むを得ないと決定したものについては、以下の決済金を徴収するものとします。
１．維持管理費決済金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０アール当　６４，２２５円
２．かんがい排水事業決済金　　　　　　　　　　　　　　　　　１０アール当　２８，４１４円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　　９２，６３９円

田んぼダムにご協力を

　田んぼダムは、より多くの
田んぼで取り組むことにより
効果を発揮するものですが、
収穫への影響や田んぼの破損
などが生じた場合でも、補償
制度などがないことから、取
り組みへの参加は、農業者の
任意の判断に委ねられていま
す。災害に強い地域づくりの
ため、田んぼダムの取り組み
にご協力をお願いします。
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令和４年度　臨時総代会開催

令和３年度　決 算 監 査

令和４年度　中 間 監 査

　令和 4 年 8 月 19 日午後 1 時 30 分より本区大会議室において、総代数 34 名中本人
出席 14名、書面議決 20名により開催された。
　会議は理事長の挨拶に続き議長に小山裕治総代を選出し、議事録記名人に飯村英樹総
代と中村英樹総代が指名され、提出議案 7件を審議し、原案どおり可決されて午後 3時
に閉会した。

　令和 3 年度決算監査について、8 月 19 日の総代会において監事から次のとおり報告
された。
　１．監査した年月日．令和 4年 7月 20日・21日（２日間）
　２．監査の対象とした期間．令和 3年度
　３．監査の結果．令和 3 年度の決算監査を行った結果、決算関係書類及び主要簿、
　　　補助簿、証憑書類は、いずれも符合し正確であり、事業の執行、財産の管理も
　　　適正に行われていると認めた。

　　１．監査した年月日．令和 4年 7月 22日（１日間）
　　２．監査の対象とした期間．令和 4年４月１日から令和 4年７月 14日まで
　　３．監査の結果．本区の運営、事業、会計経理の全般について監査を行った結果、
　　　　事業、運営共に適正に執行されており、会計経理についても正確であると認
　　　　めた。

節水にご協力を

議長　小山裕治総代 総代会開催模様岩谷理事長挨拶

節水 ⇒ 消費電力が抑えられます。
　令和４年度の電力料単価は対前年比（令和３年）１３０％と、かつてないほど高騰して
おり、この価格高騰は令和５年も続くものと思われます。
　近年用水のパイプライン化が進み、効率の良い配水によってロスが少なくなったことから
結果的に節電につながりました。 今後も節電効果を発揮したいと考えておりますので、組合
員の皆様には大変に恐縮ですが、可能な範囲で節水のご協力をお願い申し上げます。
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財　務　状　況　報　告
令和３年度　一般会計収入支出決算書

収　入

　　　収入決算額　　金　921,750,481 円也

　　　支出決算額　　金　899,524,412 円也

収入支出差引残高　　金　 22,226,069 円也　 翌年度繰越額

（単位：円）

款 科 目 決算額

１ 賦 課 金 362,003,734 経常賦課金 198,440,990

経常賦課金（中心経営体農地集積促進事業） 29,609,140

かんがい排水事業賦課金 85,781,670

道営事業賦課金 48,171,934

２ 使 用 料 6,305,620 施設使用料 5,130,070

営造物使用料 1,175,550

３ 受託金及び補償金 20,527,955 国営造成施設管理体制整備推進事業受託金 729,300

調査設計等受託金 3,668,500

道営換地計画受託金 14,040,155

農道管理受託金 2,090,000

４ 借 入 金 370,070,000 土地改良事業借入金 302,060,000

事務所建築費借入金 68,010,000

５ 財 産 収 入 215,760 財産売払収入 45,441

預金利子 143,119

出資配当金 19,200

職員貸付金収入 8,000

６ 補助金及び助成金 89,520,595 水利施設管理強化事業補助金 22,698,000

農地集積促進事業補助金 2,750,000

中心経営体農地集積促進事業補助金 38,954,685

換地等調整事業補助金 990,000

土地改良区体制強化事業補助金 1,210,000

スマート水田実証プロジェクト助成金 4,939,000

適正化事業交付金 12,330,000

農地耕作条件改善事業交付金 3,000,000

農業水路等長寿命化・防災減災事業交付金 2,648,910

７ 繰 入 金 60,588,015 事業積立金繰入金 6,000,000

かんがい排水事業決済金積立金繰入金 876,000

維持管理費決済金積立金繰入金 19,840,000

職員退職給与積立金繰入金 2,000,000

中心経営体農地集積促進事業積立金繰入金 31,872,015

８ 諸 収 入 1,475,254 手数料 43,800

預金利子 546

繰上償還金 985,873

雑入 33,825

かんがい排水事業決済金 105,160

維持管理費決済金 306,050

９ 換 地 費 0 道営換地清算金収入 0

道営換地徴収金 0

10 繰 越 金 11,043,548 前年度繰越金 11,043,548

921,750,481計

摘　　　　　　　　　　要
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支　出
（単位：円）

款 科　目 決算額
１ 一 般 管 理 費 147,291,867 報　　　酬 7,427,297 備　品　費 0

俸給及び手当 59,094,903 営　繕　費 1,866,200
費用弁償（事務費） 220,331 報　償　費 0
旅　　　費 442,140 使　用　料 1,597,867
役員退任功労金 0 事務所建築費 68,010,000
職員退職給与金 0 費用弁償（会議費） 632,443
需　用　費 7,957,805 雑費（会議費） 42,881

２ 営 造 物 管 理 費 147,146,200 俸給及び手当（溝） 4,374,000
維持工事費 19,948,362
需用費（溝） 440,726
頭首工管理費 978,660
俸給及び手当（貯） 616,960
貯水池修繕費 198,000
需用費（貯） 286,132
工事調査費 568,700
地区調査費 16,937,759
俸給及び手当（揚） 3,733,000
揚水機修繕費 2,283,554
需用費（揚） 68,716,347
適正化事業拠出金 4,188,000
適正化事業事務拠出金 520,600
適正化事業費 13,860,000
工事補助金 4,596,400
管理区補助金 4,899,000

３ 選 挙 費 0 総代選挙費 0
４ 土地改良事業費 35,964,564 土地改良事業促進費 174,556

受託費（国造推進受託事業費） 732,000
　〃　（調査設計等受託事業費） 3,669,000
農地集積促進事業費 5,000,000
換地等調整事業費 1,800,000
受託費（道営換地計画受託事業費） 14,044,000
　〃　（農道管理受託事業費） 2,090,000
工事費（農地耕作条件改善事業費） 3,406,008
　〃　（農業水路等長寿命化・防災減災事業費） 3,839,000
土地改良区体制強化事業費 1,210,000

５ 諸税及び負担金 322,800,373 諸　　　税 1,455,100
道営分担金 301,654,760
社会保険負担金 14,913,141
諸負担金 4,777,372

６ 繰 出 金 94,719,643 備荒積立金繰出金 72,816
事業積立金繰出金 60,596
かんがい排水事業決済金積立金繰出金 108,771
維持管理費決済金積立金繰出金 336,795
役員退任功労積立金繰出金 1,250,176
職員退職給与積立金繰出金 5,280,842
研修事業費積立金繰出金 748,625
車輌更新準備積立金繰出金 1,844
事務所建築基金積立金繰出金 12
中心経営体農地集積促進事業積立金繰出金 86,859,166

７ 償 還 金 73,848,408 償還元金（公庫） 51,555,143 償還元金（繰上） 284,411
償還利子（公庫） 2,167,285 償還利子（繰上） 2,589
償還元金（負担軽減） 10,258,271 償還元金（事務所） 8,010,319
償還利子（負担軽減） 1,246,253 償還利子（事務所） 324,137

８ 諸 支 出 金 77,753,357 徴収委託交付金 174,680 雑　　　費 1,181,953
職員共済組合交付金 0 広　報　費 41,613
交　際　費 77,900 財産購入費 3,000
借　地　料 151,784 職員厚生資金貸付金
諸式典費 179,985 2,000,000
保　険　料 3,000,742 中心経営体農地集積促進事業交付金
慶　弔　費 115,000 70,826,700

９ 換 地 費 0 道営換地処分納入金 0
道営換地処分清算金 0

10 予 備 費 0
899,524,412

摘　　　　　　　　　　要

計
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８

令和３年度　財　産　目　録

「資　産」

（出納閉鎖日　令和 4年 5月 31 日調製）

「負　債」 （単位：円）

摘　　　　要 金　額 摘　　　　要 金　額

流　動　資　産 29,696,069 長　期　負　債 2,159,393,233

特　定　資　産 675,560,259 　長期借入金残高 2,088,036,282

　基本財産 317,900,412 　　　道営経営体育成基盤整備事業　稲田地区 5,270,490

　　　備荒積立金 284,203,816 　　　道営農地整備事業　滝川東地区 64,365,779

　　　事業積立金 33,696,596 　　　道営農地整備事業　江部乙西地区 54,652,617

　積立金 340,499,847 　　　道営農地整備事業　滝川西地区 44,045,944

　　　役員退任功労積立金 1,602,176 　　　道営農地整備事業　江部乙北地区 19,402,243

　　　職員退職給与積立金 74,965,842 　　　道営農地整備事業　江部乙北西地区 369,599,393

　　　決済金積立金 48,441,566 　　　道営農地整備事業　西南８丁目地区 130,813,240

　　　研修事業費積立金 1,998,625 　　　道営農地整備事業　西南７丁目地区 102,141,179

　　　車輌更新準備積立金 3,689,844 　　　道営農地整備事業　東滝川第１地区 302,620,220

　　　事務所建築基金積立金 24,012 　　　道営農地整備事業　東滝川第１西地区 123,135,325

　　　中心経営体事業積立金 209,777,782 　　　道営農地整備事業　西南北部一期地区 133,737,887

　貸付金（職員厚生資金） 16,000,000 　　　道営農地整備事業　西南北部二期地区 67,048,189

　出資金 1,160,000 　　　道営農地整備事業　西南中央１地区 230,243,515

　　　北海道土地改良事業団体連合会 450,000 　　　道営農地整備事業　西南中央２地区 46,879,128

　　　農林中央金庫 630,000 　　　道営農地整備事業　西南中央３地区 8,911,250

　　　北海道信用農業協同組合連合会 30,000 　　　道営基幹水利施設整備事業　西南地区 177,099,972

　　　たきかわ農業協同組合 50,000 　　　団体営長寿命化防災減災事業　空知地区 8,051,074

固　定　資　産 211,221,073 　　　団体営長寿命化防災減災事業　空知二地区 7,435,514

　　　土　地 42,639,164 　　　団体営長寿命化防災減災事業　空知三地区 1,072,598

　　　建　物 168,581,909 　　　空知土地改良区庁舎改築工事 191,510,725

備　　　　　品 24,635,537 　道営事業借入金借換資金残高 71,356,951

　　　機械器具 7,367,048 短　期　負　債 352,841,078

　　　什器及び備品 17,268,489 　　　役員退任功労金必要額 1,602,737

　　　職員退職手当必要額 93,018,993

　　　決済金積立金 48,441,566

　　　中心経営体事業積立金 209,777,782

資 産 合 計 941,112,938 負 債 合 計 2,512,234,311
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令和３年度　道営事業進捗状況

令和３年度　団体営事業進捗状況

令和３年度　適正化事業進捗状況

区画 12.5 ha 用水 0.0 ｍ
暗渠 12.5 ha 排水 509.0 ｍ
区画 17.2 ha 用水 805.0 ｍ
暗渠 15.2 ha 排水 1,243.0 ｍ
区画 7.1 ha 用水 1,424.0 ｍ
暗渠 1.1 ha 排水 207.0 ｍ
区画 23.2 ha 用水 1,522.0 ｍ
暗渠 22.4 ha 排水 2,250.0 ｍ
区画 37.2 ha 用水 2,950.0 ｍ
暗渠 27.6 ha 排水 3,162.0 ｍ
区画 12.4 ha 用水 1,325.0 ｍ
暗渠 11.6 ha 排水 1,497.0 ｍ

用水 2,096.0 ｍ

事業名 地区名
事業費

（千円）

東滝川第１ 157,139

西南北部二期 460,520

西南中央１ 726,568

東滝川第１西 351,222

西南北部一期

換地業務

工事内容

合　　　計 2,606,701

223,455

水利施設整備事業

（農地集積促進型）
西南 411,856

農地整備事業

（経営体育成）

西南中央２ 266,563

西南中央３ 9,378

農業水路等長寿命化

・防災減災事業
空知三地区 3,839

農地耕作条件改善事業 滝川地区 3,406 省力化技術実態調査業務

遠隔水位観測装置システム更新

工事内容

合　　　計 7,245

事業名 地区名
事業費

（千円）

土地改良施設維持管理

適正化事業
音江揚水機場 13,860

合　　　計

事業費

（千円）
地区名事業名

13,860

揚水機場整備

工事内容

監事による現地監査 (11/9) 農業農村整備の集い (6/14) 中央要請 (6/15)
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●土地連総会にて表彰される

　令和 4年 3月 29 日、北海道土地改良事業団体連合会総会に

て第 60 回土地改良事業功労表彰式が行われ、本区からは優良

職員として白浜参事と竹本技術部長が受賞、白浜参事が代表で

授与されました。

　優良職員は土地改良事関係団体の職員として 20 年以上職務

に精励勤続し、成績が特に優良で他の職員の模範となる方に

贈られるものです。 優良職員の代表で受賞

第 19期総代選挙執行予定について（令和５年度）

　明年６月14日を以って総代の任期が満了になることから、明年５月中旬に総代選挙を
実施することになります。
　なお、令和４年３月１８日開催の空知
土地改良区通常総代会において総代の定
数が変更となっておりますのでお知らせ
致します。
　総代選挙について詳細が決まり次第、
組合員の皆様に御通知致します。

〈現在の選挙区と定数〉
　選挙人の所属選挙区は、土地の所在地になっており、２選挙区になる場合は１選挙区
にしか権利はなく、どちらの選挙区にするかは、土地改良区に届出なければなりません。
　届け出がない場合は、土地改良区が指定致します。
　尚、選挙人名簿調整の都合上、土地の権利異動等があった場合には、明年３月末迄に
所有権の異動または耕作権の異動についての手続きを改良区事務所で行って頂きます様
お願い申し上げます。

選挙区 選 挙 区 域 総代数

第１区 深 川 市 　７人

第２区 滝 川 市 江 部 乙 町 １４人

第３区 滝川市（江部乙町を除く）全域 １１人

●総代・管理区長研修が実施される

　令和 4年 7月 14日～ 15日の 2日間に亘って総代・管理区長及び役職員随行による総勢 25名を

もって視察研修を実施いたしました。

　この研修は 4年に 1回の計画で実施しておりますが、今回は北広島市で建設中の北海道ボール

パーク、白老町のウポポイ民族共生象徴空間、伊達市の世界文化遺産等の視察を行いました。
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役 員 名 簿 （R4.4.1 現在）

空知土地改良区組織機構図

個人情報保護管理者

管理責任者 安全運転管理者

調査専門員　波田野啓三
調査専門員　伊藤　均

技師補　田中優雅 副主幹　川口政徳 技師　　及川旬太 任用　　宮崎　梓
任用　　渡辺早苗 副主幹　木田伸久 技師補　佐々木康太朗
水路巡視員　工藤克広 主査　　三戸真太郎 任用　　石川早織
水路巡視員　鈴木洋士
水路巡視員　加藤正己

理事会(7人)
音江揚水機場 阿部春吉

総代会(定数38名) ※欠員４名

事業場
監事会(3人) 理事長　岩谷尚之

稲田ダム 菅原　隆 役員選任推薦委員

(10人)稲田揚水機場 佐藤勝彦 会計担当理事

滝川東揚水機場 山田義輝

管理区(12区)

・東滝川第１(9人)
滝川揚水機場 古賀吉秀 ・東滝川第１西(6人)

組合員(327人)

東陽・17丁目揚水機場山口真彰 副理事長　平沢信二
10丁目揚水機場 雨池真一 換地委員(7地区)

豊泉揚水機場 山崎　孝

東3丁目揚水機場 中村英樹 ・西南北部(10人)
幌倉揚水機場 直轄 ・西南中央１(12人)

総務課長 会計課長

西南揚水機場 直轄 ・西南中央２(10人)
・西南中央３(8人)

国営農地再編 国営担当部長 技術部長 総務部長 ・東滝川第２(6人)
整備事業推進室 田川雅興 竹本　弘 熊野雄輝

庶務係長

部長事務取扱 中村奈美子

管理課長 工務課長 総務課主幹 総務課主幹

参事　白浜信春

会計係長
課長事務取扱 （土地連） 課長事務取扱 課長事務取扱 (兼)本間永子 課長事務取扱

江上直孝 岡村帝智 西村和浩 本間永子

管理係長 設計施工管理委託 計画調査係長 工事係長

そらち



№86 空 知 土 地 改 良 区 広 報 令和 4年 10 月 18 日

12

加入金とは

決済金とは

　土地改良区の組合員が、その資格に係る権利の目的である土地の全部または一部について
異動（売買・相続・経営移譲・賃貸借・賃貸借解除等）した場合には、土地改良法第43条
第１項及び第２項の規定により土地改良区に資格得喪の届出をしなければなりません。
　この届出がなければ名義は変らず、賦課金もそのままもとの組合員に賦課されます。
　なお、市役所・農協・共済組合等に名義変更をすれば自動的に土地改良区の方も変更され
ると思っている方がおられますが、土地改良区にも、別途届出が必要となっております。
　名義変更される方は両者印鑑をご持参の上、改良区庶務係にお出向き下さい。
（届出用紙は改良区に用意してあります。）

組合員の名義変更（資格得喪）の届出について

　　　　　　　　　従来の地区内の土地に関しては事業施行のため維持費が課せられてい
　　　　　　　　　ます。従いまして新規編入地が何らの負担なしに直ちに施設等を利用
できるものとすれば公平の原則に反するので、一定の加入金を徴収し得るものであります。
よって空知土地改良区の場合は、施設等の負担額（取得額）から耐用年数に応じて償却金
額を差引いて現評価格を算出し、（負債額がある場合はさらに差引く）新規加入負担基準
額を決定しています。【土地改良法第 36条第４項】

　　　　　　　　　土地改良区は一定区域を定め、長中期的計画を以て運営及び事業を推
　　　　　　　　　進しています。
　このことから、区域農用地には施設維持管理費、改良区運営費、事業償還金等が必要な
ため、これを毎年、賦課金として徴収しています。
　区域内の農用地が他に転用される場合は、転用面積分について毎年掲げる額（10ａ当）
を一時に支払うというものが決済金です。
　この措置は区域内で今後とも農用地として利用し続けていく他の農用地に不当な負担を
課さないためのものです。尚、当年度において徴収された決済金は、特定資産として積立
し、翌年度に転用面積に相当する額を充当年度割表で算出し一般会計に維持管理費として
繰入しています。【土地改良法第 42条第２項、法第 66条】

ホームページ URL　　http://soratochi.or.jp/

土地改良区からのお願い

　毎年４月下旬から８月末日まで空知幹線用水路には沢山の水が流れます。
　深いところでは水深２ｍもあり、水の流れがとても速いので大変危険です。
　空知土地改良区では、危険な場所に注意看板などを設置し、各小学校に対して危険防
止ポスターを配布するとともに、通水期間は毎週広報車による水難事故防止の広報活動
等を行っておりますが、ご家庭のお父さん、お母さんをはじめ、地域の皆様におかれま
しても大切な子供たちを守るために水難事故防止にご協力をお願い致します。

　過去に用水路内へ、ペットボトル、ビニール類や家電などが不法投棄されることがあ
りました。また、
　そうした不法投棄は用水路下流の取水口などに詰まり、氾濫するなど甚大な被害を受
けることがありますので、用水路内や周辺に不法投棄を発見しましたら改良区管理課に
ご一報願います。

●用水路における水難事故防止にご協力を

●用水路や用地内にゴミ等を発見したらご一報を
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